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【公開日】平成29年9月21日(2017.9.21)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月18日(2017.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　可変表示に対応した特定表示を表示可能な特定表示手段と、
　特定表示の表示態様を有利な度合いが異なる複数段階のうちのいずれかの表示態様に変
化可能な変化演出を実行可能な変化演出実行手段を備え、
　前記変化演出実行手段は、
　変化前の特定表示の表示態様から１段階以上有利な表示態様に変化可能な第１変化演出
と、変化後の特定表示の表示態様が複数段階のうちの特定段階の表示態様に変化可能な第
２変化演出と、前記第１変化演出及び前記第２変化演出とは異なる第３変化演出及び第４
変化演出とを実行可能で、
　前記第３変化演出は、
　　前記第４変化演出よりも特定表示の表示態様が複数段階で変化する割合が高く、
　　特定表示の表示態様が複数段階で変化する場合に、特定表示の段階的な表示態様の変
化を連続的に表示可能であることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）上記目的を達成するため、本願の第１の観点に係る遊技機は、
　可変表示（例えば、特別図柄の可変表示）を行い、遊技者にとって有利な有利状態（例
えば、大当りの遊技状態）に制御可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　可変表示に対応した特定表示（例えば、保留表示やアクティブ表示）を表示可能な特定
表示手段（例えば、ステップＳ５３２の処理を実行し、保留表示を始動入賞記憶表示エリ
ア５Ｈに表示し、アクティブ表示エリア５ＨＡにアクティブ表示を表示させる演出制御用
ＣＰＵ１２０）と、
　特定表示の表示態様を有利な度合いが異なる複数段階（例えば、保留表示やアクティブ
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表示の色が大当り期待度の低い順に色が青、緑、赤の３段階であること）のうちのいずれ
かの表示態様に変化可能な変化演出を実行可能な変化演出実行手段（例えば、ステップＳ
１７０の入賞時処理及びステップＳ５２８の変化演出設定処理を実行する演出制御用ＣＰ
Ｕ１２０）を備え、
　前記変化演出実行手段は、
　変化前の特定表示の表示態様から１段階以上有利な表示態様に変化可能な第１変化演出
（例えば、青、緑、赤のいずれかに変化する際に実行可能な変化演出Ａ及び変化演出Ｂ）
と、変化後の特定表示の表示態様が複数段階のうちの特定段階の表示態様（例えば、赤）
に変化可能な第２変化演出（例えば、赤に変化する際のみに実行可能な変化演出Ｃ）と、
前記第１変化演出及び前記第２変化演出とは異なる第３変化演出（例えば、変化演出Ｄ）
及び第４変化演出（例えば、変化演出Ｅ）とを実行可能であり（例えば、ステップＳ７０
１において演出制御用ＣＰＵ１２０が変化演出Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅのいずれかの変化演出
パターンを決定し、ステップＳ１７２の可変表示中演出処理において実行すること）、前
記第３変化演出は、前記第４変化演出よりも特定表示の表示態様が複数段階で変化する割
合が高く（例えば、一度の可変表示の期間において、変化演出Ｅの場合には保留表示やア
クティブ表示の色の変化が１回のみである一方、変化演出Ｄの場合には保留表示やアクテ
ィブ表示の色の変化が複数回であること）、特定表示の表示態様が複数段階で変化する場
合に、特定表示の段階的な表示態様の変化を連続的に表示可能（例えば、変化演出Ｄでは
保留表示の色が白、青、緑、赤の順で変化すること）であることを特徴とする。
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